第1８回大阪府地方独立行政法人評価委員会病院部会　議事要旨
1　日時　　平成23年2月18日（金）　15時～15時40分
2　場所　　大阪商工会議所「白鳳の間」
3　出席委員　　松澤部会長、古村委員、辻本委員、中島委員、槙野委員
4　議題
（１）地方独立行政法人大阪府立病院機構の次期中期目標及び中期計画の素案について
（２）その他
5　議事概要

Ⅰ　開会

○　開会に先立ち、新任委員の紹介

○　これまでの審議等の経過、本日の議事内容について、部会長から確認
Ⅱ　議事

（1）地方独立行政法人大阪府立病院機構の次期中期目標及び中期計画の素案について
○　医療対策課及び法人から、資料1「第2期中期目標・中期計画（素案）対比表」、資料2「第２期中期目標期間　収支推計試算」により、第2中期目標、中期計画、収支推計について、府の予算の確定等に伴い、追加や修正のあった内容について説明。

○　委員からの質問・意見（◆で表示）と法人からの説明（⇒で表示）があった。
◆　第2期中期目標・中期計画対比表の19ページの数値目標について、実績値よりも目標値が下がっている理由を教えて欲しい。
　⇒（法人）目標値は、計画を踏まえた収支を計上した予算に基づいて、算出。予算では、人件費や利益など、若干、数字を固めに見積もることから、1～2ポイントくらい数字が悪くなる。
◆　目標値をベースにこれからPDCAサイクルを回していくというイメージになると思うが、目標値の設定の仕方について、目標値としての意味があるのか疑問に思った。
◆　今の事務局の説明の中で、経常収支比率が下がっていることなどは、運営費負担金が22年度までと違って、大幅に下がるということも織り込んでいるためではないか。
　⇒（法人）その部分もある。昨年6月に、大阪府でまとめた財政構造改革プログラムの中で、府から法人に対して、今年度140億円弱交付されている運営費負担金、もともと行政で担うべき分野、収支が取れない不採算の部分、経費に係る償還の部分に充当、を来年度から3年間、20億円削減するという決定がされ、それを踏まえて予算を組んでいる。
◆　第2期に20億円の運営費負担金が減ったのが、基本的に収入の中で1番大きなポイント。第1期は、65億円の不良債務を解消するための努力目標は極めて厳しいものだったが、5病院の努力で全うした。そうすると、5年間で65億円払える収支の黒字があったということで、運営費負担金が減らされないかと危惧していたが、その通りになっている。今まで機器の購入などでかなり辛抱し、先送りしたものがあるのではないかと。これだけ収支が黒字になるのは、今の医療の制度から言うと非常にしんどい。非常に努力されたので、その分を、機器の整備を進めて欲しいということが、我々委員会の要望。

後に中期目標を評価する観点から少しチェックしておくと、成人病センターの移転整備について、「開院後のがん医療日本一の実現に向け」と書いているが、何を根拠に日本一だということをわかって書いているのか。本当に日本一かをチェックすることになるので、がん診療に特化して重点化されるという意気込みは非常にいいが、日本一なんて目標に書いていいのか。
　⇒（医療対策課）ここは、情緒的だが、府民にわかりやすいスローガンとして、「がん医療日本一」というのを掲げている。

　⇒（法人）何をもって日本一というのかも含めて、この言葉は我々の中でもずいぶん議論を呼んだところ。日本をリードする医療をというフレーズで書いたり、日本一という文を書いたり。個別の指標は、日本で1番という部分は結構あるが、相対として本当に日本一かどうかというと、なかなか言いにくい部分はある。ただ、日本をリードする、やはり日本一を目指すということは、少し情緒的ではあるが、心意気を訴えている。
◆　それは十分にわかっているし、実績もそういう方向に向くと思うが、ナンバーが目標になるので、今の日本をリードするという表現の方が妥当な気がする。考慮していただいたら。

数字は非常にわかりにくい部分もあり、特に成人病センターの建替えの問題がかなり複雑。これがどこに入るかで、収支といっても全然違ってくる。1年1年が、非常に難しいが、第2期になって何か変わったか、更に発展するところがあるかどうかという問題が非常に重要だと思う。

◆　収支の中で資本収支が、成人病センターの建替え時期によって多少変わる。たとえば、この5か年では27年度に資本支出とか資本収入が出ている。まだ未決定なので、仮にこれが1年ずれたときの収支の評価というのは、前提を入れておかないとしんどくならないか。

◆　後程、見直しのことも含めた意見書を、こちらで想定して書くということになると思う。
◆　何が何でもこの通りと言われると大変なので。
◆　今、非常に不確定なところがあるので。

◆　中期の事業計画は必ず仮説のもとにやるので、経常的な部分と、大きな投資の部分については前提を入れておくことが必要。
◆　非常に不確定なところがあり、今回もなかなか難しい。第2期は色々と戦略的なことも十分盛り込まれることを期待していた。ただ、やはり成人病センターの建替えは極めて大きな事業なので、そこにかなり集中した部分があり、色んな意味で計画については、我々が期待したほどに十分になっているかは非常に難しいところがある。先ほど計画の中で、感染に対して対策をするとあったが、これもなかなか具体化はできない。若干抽象的な感じはするが、この時点ではなかなか難しいように思う。
非常に率直なことを言うと、これだけ非常に頑張って不良債務を払ったので、この5年間は、予算の面ではとんとんになればいいのではないかと思うが、そこそこ、黒字が出る予算になっている。それは大体見込みがあるということか。
　⇒（法人）少し固めに過去のトレンドを含めてシミュレーションしており、こういう収支でいけると考えている。ただ、成人病センターの部分の時期がずれることによって、単年度で少し赤字が出ることは起こりうると思うが、全体として、黒字の基調の中で、5年間でこれくらい残ると考えている。ただ、収支としては、こう見込んでいるが、単年度単年度で、医療機器などに臨時的に入れこむこともある。
◆　率直な気持ちを言うと、第2期に成人病センター以外で、たとえば呼吸器・アレルギーに関して、もっと戦略的な予算が盛り込まれているのを期待していた。これからの計画の中でできるだけそういう方向を目指していって欲しい。医師の確保でも、そういう病院にたくさん専門医が集まってくる。今、医師がいないことが1つのアクティビティの低迷になっているので、そういう方向も目指して欲しいと思っている。
○　知事に対する意見書案として、中期目標は「中期目標（案）のとおり定めることが適当である」とすること、中期計画は「中期計画（案）のとおり定めることが適当である」とするとともに、なお書きを付すことを確認した。

（3）その他
○　休憩をはさんで、第25回地方独立行政法人評価委員会の開催する旨、事務局から案内があった。
Ⅲ 閉会
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